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では、無機ヒ素がリンパ球において細胞周期を調節する Rb ファミリータンパク質である p130 タンパク










ナーゼインヒビター (CDKI) に着目し検討を行った。その結果、CDKIの 1つである p16タンパク質
が亜ヒ酸曝露により増加することが明らかとなった。さらに、亜ヒ酸曝露により増加した p16は低リン
酸化体であり、特にこの低リン酸化 p16が cdk4と複合体をつくることが明らかになった。p16を siRNA
でノックダウンすると p130のタンパク質量が減少したことから、p16は p130の量を調節する上流の
因子であることが確認された。 



























平成 26年 1月 29日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
